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８．本時の学習 ８．本時の学習
（１）目標 （１）目標

１列に並んだものの数とその間の関係を図をかいて考え、問題を解くことがで 複合図形の面積を工夫して求めることができる。
きる。

（２）本時の展開 （２）本時の展開
第３学年 第４学年

●支援 ○評価 学習活動 学習活動 ●支援 ○評価
①復習問題をする。 ●公式を使った長方形・正方形の面

●何度も読んで、分かっていること ①問題を把握する。 積の求め方を思い出させる。
聞かれていることなど大事なこと
に線を引かせ、題意を理解させる。 ②学習課題を把握する。 ●前時までに習った形と比較して、

複雑になっていることをおさえる。
●求め方に応じて、どの辺を測れば
よいかの見通しをもたせ、実際に
測定させる。

●挿絵などと対応させながら数量の ②図にかいて考える。 ●長方形の面積の求め方を利用して、
関係を図に表し、自力解決させる。 問題の図形の面積を求めることが
図で解決した場合、式で表すとど できないか考えさせる。
うなるかも考えさせる。 ●困っている児童には、ヒントカー

○木とその間の関係を図に表すこと ドを示す。
ができる。〔表・処〕 ③面積を工夫して求める。 ・面積の公式が使えるのは、どん
〔木とその間の関係を線分図に表す な形だったかな？
ことができるか。〕【プリント】 ・線を引いて、形を分けて考えて

みよう。
●まず図について説明させ、次にど ③発表する。 ・長方形をつくって考えよう。
うしてその式にしたのか図と関連 ・どの辺の長さをはかれば公式が
させて説明させる。 使えるかな？

●誤答がでたときは、再度図に対応 ●１つの求め方でできたら、他の求
させて何のいくつ分になるのかを め方を考えさせる。
考えさせる。 ○複合図形の面積の求め方を工夫し

●誤答がでないときは例を示し、ど て考える。〔考〕
こが誤っているのか考えさせる。 〔いろいろな求め方をいくつか工夫

○木とその間の関係を理解して考え して考えているか。〕
る。〔考〕 【プリント・発言】
〔（間の数）が（木の数）ー１であ
ることを考えているか。〕 〈誤答例〉

【プリント・発言】 ２×７＝１４ １４ｍ

●どのような場合においても（間の ④まとめる。
数）が（木の数）－１であること
を、いくつか例を挙げて気づかせ ④発表し、話し合う。 ●友達の発表を聞いて、自分の考え
る。 と比較し、それぞれの方法のよさ

に気づかせるようにする。
⑤まとめる。 ●２つの長方形に分けて面積を求め

●類似問題を図と式をかいて解かせ ⑤練習問題をする。 る方法と、大きな長方形から欠け
る。 た部分を引いて求める方法がある

ことを確認する。
●エの考えが出てこなかった場合は、
補助線を入れた図を提示し、求め
方を考えさせる。

⑥算数日記を書いて４年生と交流する。 ⑥算数日記を書いて３年生と交流する。

木が７本、１列に並んでいます。
木は２ｍずつはなれて立っています。
りょうはしの木の間は何ｍですか。

２ｍ ２ｍ ２ｍ ２ｍ ２ｍ ２ｍ

？ｍ
木が７本ということは木と木の間は６こ

だから、りょうはしの木の間は
２ｍ×６こ＝１２ｍ

１２ｍ

（５ cm）
右のような図形の面積
をいろいろな考え方で、 （３）
くふうして求めましょ
う。 （２） （６）

（３）
（７）

ア

３×２＋６×５
＝３６
３６㎠

ウ

３×２
＋３×５×２

＝３６
３６㎠

イ

３×５＋３×７
＝３６
３６㎠

エ

６×７－３×２
＝３６
３６㎠


